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 東部： 山川、山本、草野、善導寺、大橋

船越、水分、柴刈、川会、竹野、水縄、田主丸

 北部： 小森野、合川、宮ノ陣、北野、弓削、大城、金島

 中央東部： 西国分、東国分、御井

 南東部： 上津、高良内、青峰

 中央部： 荘島、日吉、篠山、京町、南薫、長門石

 中央南部： 鳥飼、金丸、南、津福

 南西部： 荒木、大善寺、安武

 西部： 城島、下田、青木・浮島、江上、犬塚、三潴、西牟田

Ⅰ 調査の目的 

このアンケート調査は、市民の皆さんの市政に関する意向やニーズを把握し、今後の取り組み

の参考データとするために実施しています。第３回目は次の調査を行ないました。 

（1）生物多様性の保全：自然や生きものを守ることに対する意識や行動を調査。 

（2）人権のまちづくり：「中学校区人権のまちづくり」の周知度等を調査。 

Ⅱ 調査の概要 

（1）調査地域･･･久留米市全域 

（2）調査対象者･･･久留米市在住の満 18 歳以上の市民 

（3）選任方法･･･住民基本台帳から無作為抽出した候補者の中からモニターを募集 

（4）実施方法･･･インターネット調査 

（5）調査テーマ･･･「生物多様性の保全」「人権のまちづくり」 

（6）調査期間･･･令和元年９月２７日 ～ １０月 1５日 

（7）サンプル数 ･･･362 

（8）回収数（率）･･･313 （86.5％） 

Ⅲ 回答者の属性 

                             

 

 

 

 

                 

 

 

 

                                                

 ※地域区分 （校区）
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Ⅳ 調査結果 

１ 生物多様性の保全  

 

（１）生物多様性について 

問１ あなたは、市政アンケートモニター「くるモニ」に参加する前から、「生物多様性」とい

う言葉を知っていましたか。   

                                        （N=313） 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３ 
 

（2）「くるめ生きものプラン」について 

問２ 久留米市の豊かな自然を守り、次世代に引き継ぎ、「自然とふれあい、自然と生きるまち

くるめ」を目指すために「くるめ生きものプラン」を平成２９年 2 月に策定しました。  

「くるめ生きものプラン」という言葉について、あなたは、市政アンケートモニター「く 

るモニ」に参加する前から知っていましたか。 

（N=313） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２付問 問２で「知っていた」と回答された方におたずねします。何をきっかけに「くるめ

生きものプラン」のことを知りましたか。             

（N=15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４ 
 

問３ 「自然とふれあい、自然と生きるまち くるめ」を目指すためには、「生きものの生息環

境が守られたまちづくり」が必要です。そのために市が重点的に取り組むべきであると思

うことは何ですか。（※複数回答３つまで） 

（N=313） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

５ 
 

問４ 「自然とふれあい、自然と生きるまち くるめ」を目指すためには、「自然と暮らしがつ

ながる仕組みづくり」が必要です。そのためにも一人ひとりが身近なところから行動する

ことが重要です。 

    日々の生活の中で、あなたは自然や生きものを守るための行動をしていますか。 

 （N=313） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 「自然とふれあい、自然と生きるまち くるめ」を目指すためには、「自然を守り、暮ら 

  しにつなげる人の育成」が必要です。あなたが自然環境や生物多様性の保全活動に取り組 

  む場合、どのような活動を行いたいですか。 

（N=313） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 



 

６ 
 

（３）自然環境の保全について 

問６ あなたは、この１年くらいの間に、身近に自然を感じたり、生きものと自ら進んでふれ 

あったりしたことがありましたか。 

（N=313） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６付問 問６で「あった」と回答された方におたずねします。身近な自然を感じたり、生き 

ものと自ら進んでふれあった場所はどこですか。（※複数回答） 

（N=214） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

７ 
 

問７ 久留米市内にある花や緑、水辺などの自然環境の魅力は高まっていると思いますか。 

（N=313） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ 久留米市では、自然環境調査を実施して、５地区の「優れた生態系を有する地域」を選 

んでいます。また、平成２７年に環境省より「生物多様性保全上重要な里地里山」として 

田主丸の竹野地区が選定されています。 

   下記の地域の中で、あなたが特に守るべき自然環境を有すると思う場所はどこですか。 

（N=315） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

８ 
 

２ 人権のまちづくり  

 

（１）人権教育・啓発推進事業について 

問９ あなたは、「くるモニ」に参加する前から「人権教育・啓発推進事業」（中学校区人権の 

まちづくり）について知っていましたか。 

（N=313） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９付問 問９で「知っていた」と回答された方におたずねします。「人権教育・啓発推進事業」 

（中学校区人権のまちづくり）の取り組みについて、どのようにして知りましたか。 

（※複数回答） 

（N=146） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

９ 
 

（２）人権・同和問題について 

問１０ あなたは、同和問題をはじめとするあらゆる人権問題を解決するために、どんなこと 

をすればよいと思いますか。あなたの考えに最も近いものを１つだけ選んでください。 

（N=313） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１０ 
 

 

 

令和元年度市政アンケートモニター「くるモニ」 

第３回「生物多様性の保全」「人権のまちづくり」アンケート 

調査期間：令和元年 9月 27 日（金）から 10 月 15 日（火）まで 

 

 

１ 生物多様性の保全  

 

生物多様性についておたずねします 

 

問１ 地球上には、森、里山、川、海など様々な自然環境に適応して生息している生きものが約３０

００万種いると言われています。この多様な生きものが「食べる、食べられる」の関係をはじめ、

複雑に関わりあい、様々な環境に合わせて生活していることを「生物多様性」と言います。 

あなたは、市政アンケートモニター「くるモニ」に参加する前から、「生物多様性」という言

葉を知っていましたか。 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

 １ 内容をよく知っている 

 ２ 内容をある程度知っている 

 ３ 言葉を聞いたことがある 

 ４ 全く知らない 

 

 

「くるめ生きものプラン」についておたずねします 

 

問２ 久留米市の豊かな自然を守り、次世代に引き継ぎ、「自然とふれあい、自然と生きるまち く

るめ」を目指すために「くるめ生きものプラン」を平成２９年２月に策定しました。 

「くるめ生きものプラン」という言葉について、あなたは、市政アンケートモニター「くるモ

ニ」に参加する前から知っていましたか。 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

１  知っていた  ２  知らなかった 

 

 

 

次ページ付問へ 

Ⅴ 使用したアンケート調査票 



 

１１ 
 

付問 問２で「１ 知っていた」と回答された方におたずねします。何をきっかけに 

「くるめ生きものプラン」のことを知りましたか？ 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

１  市公式ホームページ 

２  環境フェアや自然観察会などのイベントや説明会 

３  くるめ生きものプランの冊子 

４  その他（                            ） 

 

問３ 「自然とふれあい、自然と生きるまち くるめ」を目指すためには、「生きものの生息環境が守

られたまちづくり」が必要です。そのために市が重点的に取り組むべきであると思うことは何で

すか。 

（あてはまる番号に３つまで○印） 

 

 １ 希少生物の保全（絶滅の恐れのある野生生物やその生息地の保護など） 

 ２ 市街地での生態系の保全（緑化など） 

 ３ 自然とのふれあいの場の創出（河川や、公園、耳納山地などの地域資源） 

 ４ 山林の保全、再生（森の造林、保育など） 

 ５ 生きものの移動などに配慮した施策の推進（環境に配慮した公共工事など） 

 ６ 外来種への対応（侵略的外来種（アライグマ、セアカゴケグモ等）の防除など） 

 ７ 有害鳥獣への対応（有害鳥獣（シカ、イノシシ等）の調査、捕獲など） 

 ８ 田園などの里地里山の保全、再生（中山間地域の持続的な農業活動支援など） 

９ その他（具体的に：                         ） 

１０ わからない 

 

問４   「自然とふれあい、自然と生きるまち くるめ」を目指すためには、「自然と暮らしがつなが

る仕組みづくり」が必要です。そのためにも一人ひとりが身近なところから行動することが

重要です。 

日々の生活の中で、あなたは自然や生きものを守るための行動をしていますか？ 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

１  している 

２  していない  

 

 

 

 

 

 

 

※次のような行動が、自然や生きものを守ることにつながります 

・省エネ（温暖化対策）に取り組む 

・近所へ行く際、自家用車を使わず、徒歩、自転車を利用する 

・旬の食材や、地元で生産されたものを食べる 

・詰め替え用商品など、環境に優しい商品を購入する 

・緑のカーテンづくりをする 

・山や川へ行って、自然と触れ合う 

・ペットは最後まで責任を持って育てる 

・自然観察会や自然環境保護活動に参加する 

・手作り堆肥で、野菜などを作る 

・地域の清掃活動に参加する  



 

１２ 
 

問５ 「自然とふれあい、自然と生きるまち くるめ」を目指すためには、「自然を守り、暮らしに

つなげる人の育成」が必要です。あなたが自然環境や生物多様性の保全活動に取り組む場合、ど

のような活動を行いたいですか？ 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

１ 絶滅の恐れのある野生生物（絶滅危惧種）の保護 

２ 侵略的外来種（アカミミガメ、オオキンケイギク）などの防除 

３ 身近な野生生物（ホタル、ドジョウなど）が住みやすい環境づくり 

  ４ その他（具体的に：                       ） 

  ５ わからない 

 

 

自然環境の保全についておたずねします 

 

問６ あなたは、この一年くらいの間に、身近に自然を感じたり、生きものと自ら進んでふれあった

りしたことがありましたか。 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

１  あった   ２  なかった 

 

付問 問６で「１ あった」と回答された方におたずねします。身近な自然を感じたり、生きもの

と自ら進んでふれあった場所はどこですか。 

（あてはまる番号にいくつでも○印） 

 

１ 川やため池などの水辺     ４ 自宅の庭先 

２ 畑や田んぼなどの農地      ５ 耳
み

納
のう

連山
れんざん

の山並みや里地里山
さとちさとやま

   

３ 公園や公共施設                ６ その他（        ） 

 

              

問７ 久留米市内にある花や緑、水辺などの自然環境の魅力は高まっていると思いますか。（あては

まる番号に１つだけ○印） 

 

１  思う   ２  思わない 

 

 



 

１３ 
 

問８ 久留米市では、自然環境調査を実施して、５地区（下記１～５）の「優れた生態系を 

有する地域」を選んでいます。また、平成２７年に環境省より「生物多様性保全上重要な里地里

山」として田主丸の竹野地区（下記６）が選定されています。 

下記の地域の中で、あなたが特に守るべき自然環境を有すると思う場所はどこですか。 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

１  城島町の浮島
うきしま

地域（下図Ａ）      

２ 広川
ひろかわ

河口
かこう

付近（下図Ｂ）       

３ 高良山
こうらさん

周辺（下図Ｃ）              

４ 鎮西
ちんぜい

湖
こ

付近（下図Ｄ） 

５ 筑後川中流域の恵
え

利堰
りぜき

周辺（下図Ｅ） 

６ 田主丸町竹野地区の里地里山
さとちさとやま

（下図Ｆ） 

７ わからない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※これで「生物多様性の保全」についての質問を終了します。 

  次のページからは「人権のまちづくり」についておたずねします。 

 

 



 

１４ 
 

２ 人権のまちづくり  

 

久留米市では、中学校区を単位として、すべての子どもたちが中学校までの 15 年間で、学力や人

権感覚を養う「人権教育・啓発推進事業」を実施しています。 

 

人権教育・啓発推進事業についておたずねします 

 

問９ あなたは、「くるモニ」に参加する前から「人権教育・啓発推進事業」（中学校区人権のまち

づくり）について知っていましたか。 

（あてはまる番号に１つだけ○印） 

 

１ 知っていた          ２ 知らなかった 

    

付問 問９で「１知っていた」と回答された方におたずねします。「人権教育・啓発推進事業」（中

学校区人権のまちづくり）の取り組みについて、どのようにして知りましたか。（あてはま

る番号にいくつでも○印） 

１ 中学校区人権のまちづくり推進協議会の運営に参画 

２ 人権フェスタ、人権のつどいに参加 

３ 人権に関する学習会、講演会に参加 

４ その他（                    ） 

 

人権・同和問題についておたずねします 

 

問１０ あなたは、同和問題をはじめとするあらゆる人権問題を解決するために、どんなことをす

ればよいと思いますか。あなたの考えに最も近いものを１つだけ選んでください。 

 

１ なにもしない 

２ 自分が差別をしないようにする 

３ 自分が差別をしないようにするとともに、周囲の差別をなくす努力をする 

 

 

 

 

 

 

アンケート調査にご協力いただき、ありがとうございました。 

 



 

１５ 
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